
（４）教科又は教職に関する科目 

教育職員免許状取得に必要な教科又は教職に関する科目ならびにその単位数は以下の表

のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 福祉概論は、中学免許を取得する場合は必修科目、高校免許を取得する場合は選科

目となります。 

※２ 道徳教育論は、高校免許の選択科目となります。なお、中学免許を取得する場合、

道徳教育論は「教職に関する科目」の必修科目(前項「（2）教職に関する科目」参

照)となります。 

 

５ 教職課程履修上の留意点 

教員免許状を取得するためには既に述べたように卒業に必要な条件を満たし、あわせて教職

課程で定められた科目の単位を修得しなければなりません。単位の中には一部卒業単位と重複

する部分もありますが、教職課程はあくまでも選択なので卒業単位の修得があやぶまれるよう

な状況になった際は卒業単位の方を優先しなければなりません。仮に教員免許状取得に必要な

単位を卒業時までに修得できなかったとしても、卒業後に科目等履修生として在籍し不足の単

位を充足させれば教員免許状が取得できます。 

なお、科目等履修生になるための手続は毎年３月下旬に学生サービス課窓口にて受付を行っ

ています。 

 
６ 教員を希望する学生へ 

東京農業大学では例年 300 人以上の学生が免許状を取得しています。農学系では伝統があり、

多くの卒業生が農業高校を中心に、普通高校・中学校・小学校等で活躍しています（小学校免

許状は本学では取得できないので、卒業後、他大学で聴講し取得）。 

過去３ヵ年の卒業時の教育関係（中・高校教員、臨時教員を含む）への就職者数は毎年約

90 人ほどです。 

理科・社会科の免許状は比較的多くの大学で取得できますが、農業科の免許状は取得できる

大学に限りがあります。このような状況から、本学の農業科教員への就職率は比較的高くなっ

ています。 

教員採用時には、“中学・高校の両免許の取得者”や、“単科の免許取得者より複数教科の免

許取得者”のほうが採用されやすいということもあります。オホーツクキャンパスで複数学科

の免許を取得するためには、卒業後に科目等履修生として在籍し、不足の単位を充足すれば取

得できます。 
 

（１）公立学校の教員になるには 

●一般に教員採用試験は次年度の教員採用候補者を選考するために行われています。したが

って最終合格により採用候補者名簿に登載されても、直ちに採用されるものではありません。 

●公立学校の採用試験は、各都道府県と政令指定都市等で実施されます。１次試験について

は例年、都道府県で異なりますが７月中に実施されます。 

●試験内容は、１次試験が一般教養・教職教養・専門教科・論文（作文）・面接で、２次試

験は面接・適性試験・模擬授業などで行われるのが一般的です。 

 

 

 

 

 

－４－ 

授業科目 単位数 

生産 アクア 食 香 産 経 

高 校 

農 業 

中 学 

理 科 

高 校 

理 科 

中 学 

理 科 

高 校 

理 科 

中 学 

社 会 

高 校 

公 民 

福祉概論※1 2 選 必 選 必 選 必 選 

視聴覚教育法 2 選 必 選 必 選 必 選 

道徳教育論※2 2 選 － 選 － 選 － 選 

最低修得単位数 － 16 8 16 8 16 8 16 


